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本自動車会議所は３月25日、2021年度第１回
道路・交通委員会（委員長＝桝野龍二・全日

本トラック協会理事長）を開催しました。新型コロ
ナウイルス感染拡大の状況を踏まえ、委員会はオン
ラインで行われ、委員約30名が出席。委員会では、
まず警察庁交通局交通企画課の吉田瑶子課長補佐が
2021年の交通事故の主な特徴について講演。続いて
国土交通省から道路局企画課の橋本亮企画専門官、
自動車局総務課の渡真利諭企画官がそれぞれ自局の
2022年度予算概要や重点事業などを説明しました。
　各講演の後には、出席委員との活発な意見交換・
質疑応答が行われました。３氏の講演の要旨は以下
の通りです。
１．2021年の交通事故の主な特徴について
　講師：警察庁交通局交通企画課

吉田瑶子課長補佐
【講演要旨】

〇交通事故死者数及び重傷者数の推移＝図表①＝

　2021年の交通事故死者数は昨年より7.2％減の
2,636名でした。内訳をみると65歳以上の高齢者が
57.7％と半数以上を占め、この割合は年々増加傾向
にあります。重傷者数は昨年より2.1％減でしたが、
高齢者の割合は36.8％であり、近年増加傾向にあり
ます。
〇歩行中死者数の推移
　状態別で死者数が最も多い歩行中の死者数は年々
減少傾向にあるものの、高齢者の死者数の割合は約
８割弱と近年増加傾向にあります。
　全年齢層による歩行中の死者数の状況を事故類型
別にみると、横断歩道以外を横断中の死者数が最も
多く、このうち走行車両の直前・直後の横断や、横
断歩道以外の横断、横断禁止場所での横断などの横
断違反が55.7％におよぶことから、交通安全教育な
どさまざまな機会を通じて正しい横断方法を徹底さ
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せる取り組みが重要です。一方、横断歩道横断中の
死亡事故ではドライバーによる横断歩行妨害等によ
る違反が66.5%と最も多く、横断歩道手前では安全
確認を確実に実施して歩行者保護を図ることが重要
となります。
〇自転車乗車中の死者等の状況
　自転車乗車中による死者数の推移をみると年々減
少傾向ですが、高齢者の割合が約７割と高く、全体
として対自動車による事故が７割と多い傾向にあり
ます。

〇自動車乗車中の死者数の状況
　自動車乗車中の死者数は車両単独による事故によ
るものが過半数を占め、シートベルト非着用の死者
数が多くなっています。シートベルト非着用の場合
の致死率は装着の場合に比べ約17倍高いことから、
どの座席でもシートベルトの着用を徹底していただ
きたい。
　また、75歳以上の高齢者による交通死亡事故は減
少傾向ではあるものの、他の年代と比較すると免許
人口比の件数や操作不適による法令違反が多いた
め、サポカー免許制度等の普及啓発などを通じて事
故防止に努めていく必要があります。
〇飲酒運転による交通事故の状況
　飲酒運転に関しては累次の罰則強化などにより
年々減少傾向＝図表②＝にありますが、飲酒運転に
よる死亡事故率は飲酒以外の事故に比べ9.1倍高く
なるなど非常に危険です。アルコールが運転に与え
る影響をドライバーのみならず、皆さんで認識し、
飲酒運転を根絶していくことが重要となっています。
〇子供の交通事故の状況
　児童の死者・重傷者の約４割が登下校時に発生し
ており＝図表③＝、横断中の事故が多くなっていま
す。また、低学年は歩行中、高学年は自転車による
事故が多くなる傾向があります。
　幼児の死亡・重傷者においても歩行中が約６割を
占め、休日においても事故が多いのが特徴です。幼
児においては大人が見守り、繰り返しルールを教え
るなどの保護活動や交通安全教育が重要となります。
　幼児・児童共に事故の特徴としては飛び出しが多
く、自宅近くで事故に遭うことも多いため、ドライ
バーとしてはスクールゾーン、横断歩道、生活道路
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などではより一層注意して運転する必要があります。
２．国土交通省道路局2022年度予算概要について
　講師：同省道路局企画課　橋本亮企画専門官

【講演要旨】
〇2022年度道路予算のポイント
　2022年度における政府全体の公共事業関係費は約
６兆円で、道路関係予算は千葉県八街市の通学途中
の交通事故を受け、通学路緊急対策費（社会資本整
備総合交付金からの移行分）500億円を含め2.1兆円
が割り当てられました＝図表④＝。予算の主な取り
組みとしては、次の通りです。
① 防災・減災、国土強靭化のための５カ年加速化
対策として、各都道府県における『防災・減災、
国土強靭化に向けた道路の５カ年対策プログラ
ム』の着実な推進と、財政投融資を活用した高速
道路の暫定２車線区間における４車線化を含む高
規格道路ネットワークの整備や老朽化対策などの
抜本的な対策を実施します。

② 通学路の合同点検を踏まえた交通安全対策＝図
表⑤＝として、関係機関と連携した通学路の合同
点検の結果を踏まえ、歩道の設置やガードレール
等の防護柵などの交通安全施設などを整備し、ハ
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ード面での交通安全対策を早急に実施します。
③ 国土幹線道路部会の中間答申を踏まえた有料道
路制度の見直しとして、更新事業及び進化・改良
への取り組みを進めるための料金徴収期間の延長
や料金割引の見直しなど、有料道路の具体的な見
直しについて検討していきます。
３．同省自動車局2022年度予算概要について
　講師：同省自動車局総務課　渡真利諭企画官

【講演要旨】
① 持続可能な自動車運送業・整備業の確立に向け
た、デジタルトランスフォーメーション（DX）
や働き方改革等の推進として、デジタル技術の積
極的な活用による生産性向上や事業基盤の強化を
図り、あわせて自動車関連の行政手続き等のさら
なるデジタル化により、利用者の利便性の向上を
図ります。2022年度の新規施策は以下の通りです。
・ポストコロナにおける持続可能な旅客運送事業の
構築
・トラック運送業における働き方改革の推進
・自動車整備業に係る各種申請手続きのデジタル化
・自動車登録検査関係手続のデジタル化

② 2050年カーボンニュートラルの実現に向けた自
動車の電動化の推進として、ライフサイクル全体
でのCO2 排出量評価手法の構築＝図表⑥＝や、次
世代自動車の普及促進に係る対策を確実に実施し
ます。

③ 自動運転技術も活用した安全・安心の確保とし
て、高齢運転者等の事故防止対策の推進や自動車
運送事業における安全対策の推進、自動運転技術
の開発・実用化を促進します。また、自動車の安
全・環境性能確保のため、適切な保守・管理の促
進や近年多発化・激甚化する自然災害への対応を
自動車分野における新技術を活用し災害防止を行
います。

④ 事故被害者救済の充実として、障害の態様に応
じたリハビリテーションの機会確保、重度後遺障
害者に対する介護料の支給等（支給対象の拡充）、
重度後遺障害者のための療護施設の老朽化対策、
介護者なき後を見すえた受け入れ環境整備の促進
等を実施する。また、一般会計から自動車安全特
別会計への繰り戻しを５年連続で継続して行いま
す。


